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 2021B 期に採択された長期利用課題について、
2023A期に2年間の実施期間が終了したことを受け、
第 75 回 SPring-8 利用研究課題審査委員会長期利用
分科会（2023年12月19日開催）による事後評価が
行われました。 
 事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対しヒ
アリングを行った後、評価を行うという形式で実施し、
SPring-8 利用研究課題審査委員会で評価結果を取り
まとめました。以下に評価を受けた課題の評価結果を
示します。研究内容については本誌の「最近の研究か
ら」に実験責任者による紹介記事を掲載しています。 
 なお、2021B 期に採択された長期利用課題 2 課題
のうち1課題の評価結果は2024年春号に掲載済みで
す。 
 

課題名 はやぶさ2リターンサンプルのX線CT
を用いた初期分析と詳細分析 

実験責任者（所属） 松本 恵（東北大学） 
採択時課題番号 2021B0185 
ビームライン BL47XU, BL20XU 
利用期間／配分総シフト 2021B～2023A／150シフト 
 
［評価結果］ 
 本長期利用課題は、はやぶさ2探査機が小惑星リュ
ウグウから2020年12月に持ち帰った試料に対して、
複数の放射光X線CT手法を組み合わせ、マルチスケ
ールの非破壊三次元分析を実施したものである。
BL20XU では 30 keV 以上の高エネルギーX 線を用
い、広視野CT、XRD-CT、局所高分解能CTによる粒
径 100 μm 以上の粒子の分析が行われた。一方、
BL47XUでは、7-8 keVの比較的低エネルギーのX線
を用いたdual-energy tomography（DET）、scanning 
imaging X-ray microscopy（SIXM）による粒径の小
さい試料中の鉱物相の同定や分布の解析が行われた。

これらを通じ、水質変成にともなう二次鉱物形成過程
や有機物の再配置、彗星塵衝突等、宇宙空間における
リュウグウの形成や進化プロセスの解明につながる
多くの成果が得られた。その中には、宇宙空間からの
回収試料の分析によって初めて明らかになった知見
も含まれる。 
 このように本課題においては、社会的にも関心の高
いはやぶさ 2 プロジェクトの成果の一角をなす重要
な実験が行われ、当初目的としていた研究内容が十分
に達成されている。その研究展開は、タイムリーに集
中的な研究を実施し、科学的価値が非常に高い成果を
挙げたという点で、長期利用課題のねらいに的確に沿
ったものである。本研究の波及効果は、太陽系内の物
質科学や生命の起源などに関わる研究等、惑星科学の
範囲にとどまらず、希少試料の取り扱いや、顕微分析
に先行する非破壊三次元解析による予備測定分析な
ど、貴重な微小試料の分析手法のモデルとして、材料
科学など他分野への展開も大いに期待されるところ
である。一連の成果は、非常に影響力のある雑誌に多
数論文として掲載されているほか、プレスリリースや
報道も行われており、情報発信の点では十分である。
また、国際共同研究を通じて、SPring-8とその分析能
力の国際的な存在感を高めることにもつながってい
る。 
 以上により、本課題は、大きな国際共同研究の枠組
みの中で相応の役割を果たすとともに、独立した研究
課題としても十分な成果が得られていると認められ
る。長期利用課題として大きな意義があったと評価さ
れる。 
 
［成果リスト］ 
（査読付き論文） 
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